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防災特集　台風や豪雨への備え 
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災
害
時
、
災
害
対
策
本
部
で
は

オ
フ
ト
ー
ク
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

告
知
放
送
、
広
報
車
、
携
帯
電
話

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
防
災
ネ
ッ
ト
」

な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
い
、
避

難
所
の
開
設
や
避
難
勧
告
、
災
害

情
報
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

市
か
ら
情
報
を
聞
き

迅
速
な
対
応
を

▼
避
難
勧
告
と
避
難
指
示 

　
災
害
時
、
市
か
ら
避
難
勧
告
ま

た
は
避
難
指
示
を
発
令
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
避
難
勧
告
は
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
に

発
令
さ
れ
、
避
難
指
示
は
避
難
勧

告
時
よ
り
状
況
が
悪
化
し
、
緊
急

に
避
難
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に

発
令
さ
れ
ま
す
。
発
令
さ
れ
た
場

所
は
近
く
の
避
難
所
へ
速
や
か
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
（
避
難
所

は
次
ペ
ー
ジ
参
照
） 

　
ま
た
、
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

が
発
令
さ
れ
て
い
な
く
て
も
危
険

を
感
じ
た
場
合
は
自
主
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

▼
自
治
会
・
自
主
防
災
組
織
へ
の

　
お
願
い 

　
市
内
に
は
低
地
帯
が
多
く
、
避

難
す
る
前
に
浸
水
し
て
し
ま
う
箇

所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
自
治
会
・

自
主
防
災
組
織
は
避
難
勧
告
・
避

難
指
示
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
公

会
堂
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
を
避
難
所
と
し
て
開

設
し
、
地
区
住
民
の
避
難
を
呼
び

か
け
て
く
だ
さ
い
。 

　 ▼
南
あ
わ
じ
市
防
災
ネ
ッ
ト 

　
防
災
ネ
ッ
ト
で
は
市
内
の
火
災

情
報
や
津
波
避
難
勧

告
、
消
防
団
出
動
情

報
、
防
犯
情
報
な
ど
、

そ
の
時
々
に
応
じ
た

情
報
も
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
こ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら

自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
登
録
し
て
い

た
だ
く
と
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
更
新
さ
れ

た
際
に
、
更
新
の
お

知
ら
せ
が
メ
ー
ル
で
届
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
の
設
定
を
し
て
お

け
ば
、
仕
事
な
ど
で
家
を
離
れ
た

場
合
で
も
、
地
元
で
災
害
が
発
生

し
た
と
き
に
メ
ー
ル
が
届
き
、
迅

速
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　 

　
こ
の
防
災
ネ
ッ
ト
は
携
帯
電
話

だ
け
で
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
ご
覧
い
だ
だ

け
ま
す
。 

  

土
砂
災
害
の

種
類
と
兆
候
　
　
　 

　
勾
配
の
急
な
山
や
が
け
で
は
、

が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
、
土
石
流

な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す

い
の
で
、
大
雨
時
に
は
近
寄
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

次
の
兆
候
が
現
れ
た
と
き
は
、
早

め
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し

ょ
う
。  

 

▼
が
け
崩
れ
と
は 

　
大
雨
や
長
雨
に
よ
り
大
量
の
水

分
が
地
面
に
し
み
込
み
、
土
と
土

と
の
摩
擦
力
を
弱
め
、
不
安
定
に

な
っ
た
斜
面
が
急
に
崩
れ
落
ち
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。 

【
兆
候
】 

①
小
石
が
落
ち
た
り
、
が
け
が
崩

　
れ
だ
す
。 

②
が
け
か
ら
急
に
水
が
吹
き
だ
す
。 

         

③
が
け
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。 

 

▼
地
す
べ
り
と
は 

　
粘
土
質
な
ど
の
す
べ
り
や
す
い

特
殊
な
土
質
を
境
に
上
部
の
斜
面

が
地
震
や
大
雨
な
ど
の
原
因
で
不

安
定
に
な
り
、
緩
や
か
に
滑
り
落

ち
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
な
だ
ら

か
な
斜
面
で
も
発
生
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
広
い
範
囲
に
被
害
が

お
よ
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

【
兆
候
】 

①
斜
面
か
ら
急
に
水
が
湧
き
だ
す
。 

②
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
り
は
じ
め

　
る
。 

③
斜
面
や
地
面
に
ひ
び
わ
れ
が
で

　
き
る
。 

       

▼
土
石
流
と
は 

　
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
水
を
含

ん
だ
大
量
の
土
砂
や
石
が
一
瞬
の

う
ち
に
谷
沿
い
に
津
波
の
ご
と
く

流
れ
落
ち
る
も
の
で
、
山
津
波
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。
流
れ
落
ち
る
速

度
も
速
く
、
瞬
時
に
家
屋
や
道
路

な
ど
を
押
し
流
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

【
兆
候
】 

①
山
鳴
り
が
す
る 

②
流
れ
が
急
に
濁
っ
た
り
、
流
木

　
が
混
ざ
る
。 

③
降
雨
が
続
い
て
い
る
の
に
、
渓 

　
流
の
水
量
が
減
る
。 

          

避
難
す
る
と
き
の

注
意
点
　
　 

　
避
難
す
る
場
合
は
次
の
点
に
注

意
を
し
、
慌
て
ず
に
避
難
場
所
へ

移
動
し
ま
し
ょ
う
。 

①
避
難
す
る
前
に
、
も
う
一
度
火

　
元
を
確
か
め
、
戸
締
り
を
確
実

　
に
す
る
。 

②
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
救
急
箱
、

　
貴
重
品
な
ど
を
携
帯
す
る
。 

③
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
で
頭
を
保
護

　
し
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用

　
す
る
。 

④
近
所
の
人
に
も
声
を
か
け
、
集

　
団
で
行
動
す
る
。 

 

安
全
な
避
難
経
路
を

決
め
て
お
こ
う 

　
自
分
の
地
域
の
指
定
避
難
所
を

確
認
し
、
安
全
で
効
率
的
な
避
難

経
路
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

【
緑
地
区
】 

・
広
田
小
学
校 

・
広
田
中
学
校 

・
緑
市
民
セ
ン
タ
ー 

・
緑
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

・
倭
文
小
学
校 

・
倭
文
中
学
校 

・
緑
防
災
セ
ン
タ
ー
し
づ
お
り
館 

【
西
淡
地
区
】 

・
松
帆
小
学
校 

・
御
原
中
学
校 

・
湊
小
学
校 

・
西
淡
公
民
館 

・
湊
防
災
セ
ン
タ
ー 

・
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー 

・
丸
山
地
区
公
民
館
（
旧
丸
山
小

　
学
校
） 

・
阿
那
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ 

・
伊
加
利
地
区
公
民
館
（
旧
伊
加

　
利
小
学
校
） 

・
西
淡
志
知
小
学
校 

【
三
原
地
区
】 

・
榎
列
小
学
校 

・
榎
列
公
民
館 

・
八
木
小
学
校 

・
八
木
地
区
公
民
館 

・
三
原
中
学
校 

・
三
原
健
康
広
場 

・
市
小
学
校 

・
三
原
公
民
館 

・
神
代
小
学
校 

・
神
代
地
区
公
民
館 

・
三
原
志
知
小
学
校 

・
倭
文
集
会
所 

【
南
淡
地
区
】 

・
福
良
小
学
校 

・
南
淡
公
民
館 

・
賀
集
小
学
校 

・
賀
集
地
区
公
民
館 

・
北
阿
万
小
学
校 

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

・
南
淡
中
学
校 

・
阿
万
小
学
校 

・
阿
万
地
区
公
民
館 

・
灘
小
学
校 

・
灘
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー 

・
沼
島
小
学
校 

・
沼
島
中
学
校 

・
沼
島
総
合
セ
ン
タ
ー 

 

開
設
状
況
の
問
い
合
わ
せ 

　
ま
ち
づ
く
り
・
防
災
課
（
☎
50

・
３
０
３
５
） 

▲災害時、広報にまわる災害情報車 

【南あわじ市防災ネット】 

http://bosai.net/minamiawaji/

住
宅
再
建
共
済
制
度 

九
月
か
ら
ス
タ
ー
ト 

　
兵
庫
県
で
は
、
全
国
に
先
駆

け
て
「
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済

制
度
」
が
九
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
震
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
貯
蓄
や
地
震
保
険

等
へ
の
加
入
に
よ
る
「
自
助
」

や
公
的
支
援
に
よ
る
「
公
助
」

の
限
界
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、

住
宅
所
有
者
が
助
け
合
い
の
精

神
に
基
づ
き
拠
出
し
た
負
担
金

に
よ
り
、
住
宅
再
建
を
支
援
す

る
「
共
助
」
の
仕
組
み
で
す
。 

　
保
険
と
は
異
な
る
た
め
、
既

存
の
地
震
保
険
等
と
組
み
合
わ

せ
て
加
入
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
わ
が
家

の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
加
入

を
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

■
加
入
負
担
金 

　
住
宅
所
有
者
が
任
意
で
加
入

で
き
、
初
年
度
は
月
五
百
円
。

次
年
度
か
ら
年
額
五
千
円
を
負

担
す
る
。 

■
給
付
対
象
・
給
付
額 

　
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た

加
入
者
が
対
象 

・
住
宅
を
再
建
、
購
入
し
た
場

　
合
は
、
六
百
万
円
を
給
付 

・
住
宅
を
補
修
し
た
場
合
は
、

　
全
壊
二
百
万
円
、
大
規
模
半

　
壊
百
万
円
、
半
壊
五
十
万
円

　
を
給
付 

・
住
宅
の
再
建
な
ど
を
し
な
い

　
場
合
は
、
居
住
確
保
給
付
金

　
（
十
万
円
）
を
給
付 

■
加
入
手
続
き 

　
加
入
手
続
き
は
、
七
月
頃
か

ら
県
民
局
や
市
町
の
窓
口
に
設

置
さ
れ
る
加
入
申
込
書
に
記
入

の
う
え
、
（
財
）
県
住
宅
再
建

共
済
基
金
に
郵
送
で
申
し
込
む
。 

■
問
い
合
わ
せ 

　
県
住
宅
防
災
課
（
☎
０
７
８
・

３
６
２
・
４
３
３
８
） 

　
（
財
）
県
住
宅
再
建
共
済
基

金
（
☎
０
７
８
・
３
６
２
・
９

４
０
０
） 

わ
が
家
の
安
全
・
安
心
に

い
ざ
と
い
う
時
の
県
住
宅
再
建
共
済
制
度

▲震災による火災で焼失した長田区の家屋 

４ 
広報 

こ
う
ば
い 


